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微動測定結果について述べている。弾性波試験では地盤の標準貫入試験による N値と S 波速度との関係
を定式化し，微動測定では地盤種別による卓越周期の相違を明らかにしている。





て伝播する構造波というべき波動をとり上げた ζ とにあり この波動伝播速度は，上部架構の構
造特性を的確に反映していることを，実験と解析によって実証している。
第 5 章では，地盤と建築物の動的相互作用の効果について，実在建築物を対象として行った振動実験
及び地震観測結果 iこ基づいて考察し，理論解析結果と比較して論じている。
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実験結果からは，地盤性状が建築物の固有周期と減衰特性に及ぼす影響を定量的に評価し，特に固有
周期に関しては，建築物の地上高さに地盤条件の影響を加えた重回帰式を提案している。理論的には，
地盤を半無限弾性体，建築物を剛体ならびにせん断型連続体に置換した場合の振動解析を行い，実測結
果との比較から，動力学モデjレを設定する上で必要となる地盤と建築物に対する適切な力学的諸定数を
与え，理論解析の適用範囲を明らかにしている口最後に，同一平面・立面形状をもち，地盤性状が明確
に異なる 2 棟の建築物についての地震観測結果を述べ，建築物の地震時の挙動と振動実験結果との対応
f生について論じている。
第 6 章では，本研究の成果を要約している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，建築構造物の振動性状がその立地地盤の性質によってどのような影響を受けるかを，実在
建物を対象とする常時微動測定，人力加振実験ならびに地震観測に基づいて明らかにし，建築物の地震
時挙動の解明や耐震設計法の確立に有用ないくつかの知見を示したものである。得られた成果を要約す
れば次のとおりである。
(1) 大阪平野において行った弾性波試験の結果から，地盤剛性と直接関係する S波速度と標準貫入試験
による N値との関係を明らかにしている。
(2) 大阪平野とその周辺の山地で測定・観測した常時微動及び地震記録に基づき 各種地盤での地震動
の周期特性，振幅特性，継続時間などを明らかにしている口
(3) 建築物の構造特性を波動伝播速度によって評価する方法を提案し その有用性を実在建築物に対す
る加振実験と解析によっで検証している。
(4) 以上の知見に基づいて，建築物の振動特性を把握するには，建物一地盤一入力地震動という三者の
相互作用を考慮する必要があることを指摘し，特に固有周期に関しては，建築物の地上高さと地盤条
件の影響を考慮した式を提示している。また 動的相互作用を考慮した動力学モデノレを設定する上で
必要となる力学諸定数を与え，その妥当性を地盤性状が明確に異なる 2 棟の建築物についての地震観
測結果と振動実験結果の対応によって確認している。
以上のように，本論文は，建築構造物の耐震設計を行う上で必要な建築物と地盤の力学諸定数を広範
な観測値・測定値に基づいて決定するとともに 入力地震動一地盤一建築物系における動的相互作用の
効果を明らかにしたものであり 建築構造物の耐震設計上貢献するととろが大きい。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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